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資料 No. <TC47関 係>国 際会議報告書

159‐3/TC47‐(⊃ TC47「 半部 が イス」ロンドン会議報告書 2006。10。22-20061027

159‐3/TC47‐ ② TC47鴨 鋼除ベアダイプロジェクト」ロンドン会議席報告書 2006.10。23

資料 No. <SC47A関 係>国 際会議報告書

159‐3/SC47A‐① SC47A/WG9「 集積回路/EMC測 定方法」ロンドン会議報告書 20061025-20061026

159‐3/SC47A‐② SC47A/WG2「 集積回路/デ ジタルIC」ロンドン会議報告書 20061023-20061024

159‐3/SC47A‐③ SC47A「 集積回路」ロンドン会議報告書 20061023-20061027

資料 No. <SC47E関 係>国 際会議報告書

159‐3/SC47E‐(∋ SC47E/WGs「 個別半導体/半 導体センサー、他」ロンドン会議報告書20061023-20061027

資料 No. <SC62D関 係>国 際会議報告書

159‐3/SC62D‐① SC62D和 『16「医用光学機器」フランクフル ト会議報告書 20061112-20061115

159‐3/SC62D‐② SC62D/JWG7「 自動式非観血血圧計」リマソール会議報告書 20061105-20061108

資料 No. <TC91関 係>国 際会議報告書

159-3/TC91つ TC91/WGl 「電子実装技術」 ロンドン会議報告書 20061024

159-3/TC91-② TC91/WG2 「電子実装技術/信 頼性試験方法」ロンドン会議報告書 061024-20061025

159-3/TC91-③ TC91/‖G3 「 電子実装技術/試 験方法Jロ ンドン会機報告書 20061024-20061025

159-3/TC91-④ TC91/WG12「電子実装技術」ロンドン国際会議報告 20061023

159-3/TC91-⑤
TC91/WG3&TC47郷G2「電子実装技術 &半 導体信頼性試験方法との JWG」ロンドン会議報告書

20061026-20061026

159-3/TC91-⑥ TC91/WG1/62462Ed.1「電子実装技術/表 示」ロンドン国際会議報告書 20061023-20061026

159-3/TC91-④ IEC/TC91 Plenary「電子実装技術/総 会」 ロンドン国際会携報告書 20061027
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0 S C‐0 6様式 2唖 .ゆ

田 庫 密 百 名 ( 半角) 区   分 申
付C/W/Tゆ

TC47(半角)
図 Tc □ sc □ TA □ WG □ PT □ その他

□ Tc ttSC □ TA ttWG □ PT □ その他 名 称
(口お頓D

半導体デバイス
□ TC □ SC □ TA ttWG □ PT □ その他

□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他 □判朗鵬 図関口胡職

開 催 期 日 2 0 0 6 年1 0 月 2 2 日 ～ 2 0 0 6 年 1 0 月 2 7 日

開 催 場 所 (回名)交 回 衛輸亀)ロ ンドン

チ177ン/コンドナ 「C47-米回TC47m2-m 幹事口 韓 ロ

予 洒 田 及び

◆ 加 入 歓
7ヶ口、主な口名 英日、独、仏、米日、■日、中口s日 、つ加人数 G7)

日 本  人
と1lJ‖‖科1日,41L (JBドはtFeL)

[ O : ― ・・・( 例たO t 調 師 ( J E l T A 研) ]

O若 井伸之側 ― 一側

― は 升 目的・成果・問■隠など)に 朗ぃ、胸サは1行■勝、中 瑚肱閉印 礎貯 。)

TC47:

日頭に、ルール改正mtttnの 時短 :2HCDV後 5-2ケ 月,SMB6→ 4ヶ月)の内容が説明され,席 上承認され

ヒ.TCを またがるケースの問題点mlく 実詢 ,TC101(抑 ,TClllO騨卿則格),TC86Kオプトデバイス)窃があげら

れ、Tc91と の作はWG2コ ンビナ預かりで進めていくことをお醒L ttWGと PTの StatusがコンピナKor代浬)から紹

付された。会議が実施されなかったWG5は コンピナに代わり若井委員が報告し、日本から提楽している3文書の状況

を承認いただいた。ただし、4規格がPWIに なっている事の指摘を受け、WG内 での再開討議が必須となった。WG2

および Pm2258↓ 封寺に問題なく了承された。標準化済みの各文書のメンテナンススケジュール働的7年 以降から順次

剰めの描認を行った。後回駅И7ほ仏で開aD

TC47WG2:1,落 下試鹸,2.CDM,鋼区D,4,半田耐乳5.Sm― LMに ついて萌
1.落下試験 :日本から要求していた歪みゲージ法の規格への取り込みは、スコープ粗載内容にて US御 旺河C規 格準

船起策内容との使い分け示し、個々の規格にて進めていく方針が握集された。NP提 案から進める事になるが【回C偶
の不備で審議が非効率になった背景もあり、効率的な標準化ワークの確認依頼をした。
2,CDMは 助降位℃ontactOCbと F回は‐皿 wdOの 2手法内容の共存する内容の検討を前回までに続けてきたが、

糖 の共有化が厳しい状況にあり、値別に標準化を進める事が提素された。内容的に日本が握秦していたDC法 を日本
用で標準化作業の要請がコンピナから出された。wG内 で辞細データ務認後、実ワーク内容の検討を進める。
3.ESDは HBMと MMの 改打作業を開始する事をコンピナーから提案され、日本側が岡規格とも進める旨了解され

ヒ。特に現 Ed。20で 反映されなかった日本から提案していた技術的なコメントを反映させた内容を提案していく事も

7解されており、これらのワークを進めていく。
4.半田耐熱|よ、Pbフ リー条件の半日のビーク温度(～閉が0の 追加および吸湿条件の変更案をUSか ら出された。コ

ンピナーが内容をまとめて各国で事前お躍を進めていくこととした。
5。SERは 中性子線照射試験方法について規格進めることが承認され、日本にてEDR4705を ベースにドラフトの作成
を進めていく事コンピナーから了解された。 TC91ywG3と のジョイント会議にも参加し、rF― のワーク内容
のシェアを行った。
※上記に加え、TC911WG3と のジョイントミーティングも行われ、落下試験をはじめとする双方の標準化作業の内
綿 を行った。 次 回2的7年 6月CE∽ シンガポール :駅抑1とのジョイント旬 、2007年 11月仏で行う。
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律SC'06様式 2006.0

席 曇 ■ 名 ( 半角 ) 区   分 ― t B

t T C / S C / T n
TC477PT6248(半 角)

u 7 - 同 Tc ttsc □ TA □ WG ttPT □ その他

□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他 名 弥
く日■報D

半導体ベアダイプロジェクト
□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他

□ TC □ SC ttTA □ WG □ PT □ その他 □叩 図同開 催

開 催 期 日 2 0 0 6 年1 0 月 2 3 日 ～ 2 0 0 6 年 1 0 月 2 7 日

開 催 場 所 (回名)イギリス (椰帝名)ロ ンドン

れF//3パ
'ナ

脚 細.日81bert《】にD

◆ 加 口 及び

争 加 人 政
4ヶ口、主な日名 米日、英回、中口、日本、●舶人微 G)

日 本  人

踊 撤 館 )

[O:― ・・・(的 :0■ 予網駅JBITA電子)]

0永 広権とで動

―    (口Hは '目的 ・戯桑 ・mEM生 (州 は、船寸は1伸 、開臨M野 げ騨明族 閉偶【p時 をます。)

1,背 景 : ベ アダイに関するIEC規 格を作成するプロジェクトテームが2001年 1月に承認され、欧州のベア

ダイ仕様ES59008を ベースに米国/日 本の意見を取り入れる形で国際厳ドラフトを作成中である。

2.目 的 : 規 格の目的はベアダイを開避する際にダイサプライヤーとダイユーザーの間でデーターをどのような形式

弱 するかを示したもので、撮ほ藤求事項を定義。規格の構成は8つのパートに分かな パート1.ば 汐
'0調
達と

期 のための必要条件、2.取 り交わしのデーター形式、3。(半導体チップの取扱い/包 装/保 存の上手な実験のた

めの推奨条件、4.ベ アダ使用者と供給者の(間の質問調査表、5/6.電 気的/熱 的シミュレーションに関してのは

湖情報の必要条件、7.デ ーター交換のmLSsdhema、 8.デ ータ‐交換のBttmssCshemaで 構成されている。

3。今回の描題 :パート8のチームドラフト作成と、パート1, 2, 3の 改釘作業を行った。

(特記);今 回より中国も参加したいとの申し出が有り、3名参加した。まだ様子見であり、今後、中国から欧州テー

ムとは一線を描くような意見が出てくることも期待される。
4.成 果 t ま す、新規諄項としてパート8 Gxpress nOdel主 脱回a)の テームドラフトを作成した。パート8は T

Rと して独立はしているものの、その内容は基本的にパート7と同じ。要求事項として定義される項目↓シ ―ヽ卜7と同

じで、使用する言語 (ソフトのモデ,力 が違っている。よって、今回の書横は、必要とされる情報内容やその定強とい

うよりもE甲時範フオ~マ ットに沿った (標準としての)表現調整がメイン。この会議でDTRと してのパート8の準

晴が完了した。パート1,2, 3に ついては、すでに標準もしくはTRと して発行済。今回はそれらがメンテナンスサ

イクルに入ったため、改訂作業を行った。最近、発行もしくはCDVと なつた62258の 後学部のパート4～ 7(含

む8)と 、前学部のパート1～ 3を比較し、パート1～ 8まで通したときに、一貫した標準であることを容易に理解で

きるよう見やすくし、新用語も追加した。
5,問 題点その他 : 技 術的なもの、要求事項と定義については、前回会議でほばど請められており、今回の審議にお
いて新たな問題はないものと思われる。またベアダイ標準として、どこまでがベアダイとして取り扱うかの定機につい

て、今回チーム内で再確認をした。この標準ではminin中 の までをベアダイとしているが、それは、
ダイの簡単な保機とダイの取り扱いが容易であるC S PKChip sacale即赴町0ま でがこの標準の規定範囲であるとの

韓 員一致した。(CSPは 半分ペアダイと考えられ、取り扱い/粗立/保存環境についてはベアダイ並の扱い。)
6。今後の予定 :2007年 1月 15、 16日  ベ ルギー (プリュッセル CENELEC本 部)
2007年 6月 X日 イ ギリス (ポーツマス)、2007年 11月 6日 フ ランス (トォールース
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1TSC‐06様 式 2006.3)

出 席 会 概 名 ( 半角) 分区 組織番号
CC/SC/T命

SC47AIWG9(半 角)
SC47A/WG0 □ T C □ S C □ T A  t t W G □ P T □ その他

同 TC  t t S c  t t T A  t t W G  t t P T  同 その他 名 称
(日お輔吾)

集積回路/EMC測 定方法
□ TC  □ S C  □ T A  □ W G  □ P T  □ その他

□ T C □ S C □ T A □ W G □ P T □ その他 □単独開催 図同時開催

開 催 期 日 2 0 0 6 年1 0 月 2 5 日 ～ 2 0 0 6 年1 0 月 2 6 日

開 催 場 所 (国名)イ ギリス (都市名)ロ ンドン

チェアマン//ヨンドナ Mart Coenen 帯 国

参 カロ 国 及び

参 加 人 数
7ヶ回、主な回名 日本161、フラ泌像)、卜

・
イリ121、中国(1)、わガ (1)、米国(1)、ポ

ーランド(1)、参加人数 (14)

日 本  人

出席者名 陰社名)

[○:補助対象者・…(例):○電子太郎(JEITA電子)]

横溝剛一伊ネサか、中村篤1味サか、O増 日則-0、 ○蒼藤義徳松や、三谷真一郎(日め、市川浩司し
'ン
ノ→

議 事 概 要 (背景
・
目的
・
成果
・
問題点 な ど )に の相は、励 寸ナは1徳 す が、旅 鍋 配 鮪 晩 がら最大28行まで言臥 できま丸 )

1.前回 (ワルシャワ会議)議 事録の確認 。各プロジェクトのステータス確認

議事録は修正無く承認された。ステータスについては IEC 62132‐3(BCI法 )が 遅れているが、それ以外は順調に

進んでいることが確認された。

2 . I E C  6 1 9 6 7 ‐6 A m e n d m e n t ( M P 法)

前回会議以降に出されたUSコ メントとObsewatb■ について議論が行われた。主な議論のポイントは被測定導体と

ループプロープ中心との距離、レジスト厚、プローブ先端の寸法に関する点であった。最終的にレジストは図から削

除すること、プローブの寸法に公差を入れることで対応し、FDISに 移行することとなった。

3.IEC 62132‐3 (BCI法 )

47A17527RVCの 各国コメントについて議論が行われた。コメント数が約120件と非常に多いため、碓chnicayGeneral

コメントに絞って議論を実施し、ほとんどのコメントがAcceptされた。修正項目が多いため、次のステージで 3CD/

2CDV/FDISの どれに移行するか意見が分かれたが、CDVの 投票結果で賛成票が 67%を 超えていることもあり、

FDISに 移行することとなった。

4.IEC 62132‐2(TEM Ce■ 法)

47A/759/CCの コメント(DEと JP)に ついて議論が行われた。JPコ メントおよび修正提案はすべてAcceptされた。

現在の文書にまだTBDが 残っていることもあり、今回の修正を反映後、2cd CDに 移行することとなった。

5.その他

5.1多 ピンL劇 用Emission/1mmuniw測 定環境の提案 (FR)

多ピンLSIに IEC 61967/62132を 適用する際の測定治具の紹介があった (阻 としてNP予 定)。

5.2 1EC 62215‐3の提案 (US)

Impulse ttm血 け測定法としてDPI法 に似た測定法の紹介があった。Part3と しては既にEWの 提案 (IT)カミ

予定されており、調整が必要。

5。3 1GHz以 上への周波数拡張に向けて
。IEC 61967‐4 KVDE法 )に 関して高周波まで対応できるようCalibration手法提案を行う予定 (DE)
・IEC 61967‐1/62132‐1に関してメンテナンス案を各国のNCに 送付する (NL)
・IEC 62132‐7と してLIHAを 提案するとともに、評価用にアンテナを貸し出す (FR)

6.次回予定  2007年 春 :■ rin(IT):日 程は未定、2007年 秋 :Toulouse(FR):11月 5日 ～9日



(社)電 子情報技術産業協会

IEC活動推進委員会 御 中

運営委員会 。資料番号 :150口 3/SC47AKЭ (事務局記入)

lEC国 際会議出席報告書

TC/SCaA担 当委員名: 中 村 篤  報 告書作成者氏名 : 市 川 浩司 (会 社名)q舟 デンソー

[注]:1、該当者は、出席会議終了後[6週間以内]にTC/SC/PA担 当委員経由で、IEC活 動推進委員会事務局宛ご提出下さい。
国際会議出席報告書の審議 ・承認の後に補助金を支払う。

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議 ・承認を受けることが望ましい。
2.本報告書は、同一会議に2名以上出席の場合、代表者が提出してください。
3,WGが TC/SC/TAと同時開催の場合は、W6会 議内容はTC/SC報 告に含めて報告書を提出して下さい。
4.報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後1週間以内に事務局に提出して下さい。
5。この報告書は、手続き完了後、」EITAホームページ「IEC活動推進委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。

にC活 動推進委員会事務局:(社)電子情報技術産業協会 標準化センター

〒101‐0062東京都千代田区神田駿河台 3‐11((三井住友海上別館ビル)碓 1:03‐3518・6435 Fax:03‐3295・8727

(TSC‐06本叢式 2006.3)

出席会機名 (半角) 分区 組織番号
(TC/SC/T命

SC47AWG2(半 角)
SC47A/WG2 □ T C □ S C 口 T A  t t W G □ P T □ その他

同 TC ttsC ttTA ttWG ttPT 同 その他 名 称
(日本車寓)

集積回路/デ ジタル tC
□ T C □ S C □ T A □ W G □ P T □ その他

□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他 □単独開催 図同時開催

開 催 期 日 2 0 0 6 年1 0 月2 3 日 ～ 2 0 0 6 年1 0 月2 4 日

開 催 場 所 (国名)イ ギリス (都市名)ロ ンドン

チェアマン//コンペ
・
ナ 三谷 真す郎 幹事国

参 カロ 国 及び

参 加 人 数
8ヶ国、主な回名 日本 フラ泌、ドイ玖 中国、わガ 、米国、ポーラント

・
、イギリス、参カロ人数 (16)

日 本  人

出席者名 G社名)

EO:補 助対象者…・側)tO電 子太郎(JEITA電子)]

○三谷真一郎(日立製侑力 、○制 |1浩司(デンノー)、斎藤義行(松下電紛 、中村篤(ルネサステクノロジ)、

増田則夫(日本電剣 、纂 J一(ルネサステクノロジ)

部    (背景
ロ
ロ的
・
成果
・
問題点 な ど)に の稿は、励 寸サは1行ですが、所輔 に已怖晩 がら紘 2 8行ま奪臥できます。)

1.IEC60748‐ 2‐20 Ed。2 KLOw vOltage famtt spec.改訂、日本提案)

1.1 前回課題となったシュミットインプット闘値の周波数特性について、日本が実測データと回路動作の考察の両面か

らノーマルインプットと同じ周波数特性であることを説明した。各国委員の理解が得られて解決した。

1.247A/755/CDに 対するコメントを審議。全コメントのObsewation案 を作成した。
1.3 審議結果に基きCC文 書の回覧を行ない、年内にCDVド ラフトを回覧することを決めた。
2.IEC62433 Ed.lCCEM:Models oflntegrated Circuits for EMI behavioural simula嗣
WG2会 議に先立つSC47APlenalyで IEC62433の シリーズ化案を説明し、SC47Aと してシリーズ化を進めることとな

った。現在の62433(フ ランス提案)は 62433‐2となる見通し。以下、シリーズ化を前提に報告する。

2.l IEC62433‐l KGeneral、オラン雑 予a
Mart Coenen氏 からNP文 書案が提示され、簡単な紹介があった。年内にNP提 案の見通し。
2.2 1EC62433‐2(Conducted eminsion、フランス提菊
2.2.1 2CD(47A/753/CDに 対して、4カ 国から膨大なコメント(合計 120が提出されたため、General及 び碓m
に絞って審議しObsewa批 温案を決めた。E曲腕ねIについては全てaceptedと なった。
2.2.2 フランス提案のモデル構造がモデルの再利用・ポータビリティに問題があるため、日本からモデル構造の変更を

提案した。米国・オランダ委員等の賛同を得て多数意見を獲得でき、最終的にはフランスも同調せざるを得ず採用され
ることとなった。しかし、原案のモデル構造との併記までしか追い込めず、このままではモデルの意味について混乱を

生じる可能性がある。このため、日本案を唯一のモデル構造とするべく引き続き働きかけていく必要がある。
2,2.3 パラメータ抽出法をAnnexに するべきなど、重要な日本のコメントについても同意が得られた。
2.2.4 3CDが 必要との意見が多数派であったが、フランス委員の強い要望から CDVに 進むこととした。CDVの

中prOValは微妙と思われる。日本としてはCDVド ラフトの記述を充分に吟味して投票する。
2.3 1EC62433‐3 0irect emission、フランス提案予定)
フランス委員よりIEC62433‐2で手一杯であり、今回は進展がないと報告された。
3 総括および次回会議予定

日本提案のIEC60748‐2‐20が順調に進み 62433の シリーズ化も見通しカド立った。62488‐2は CDVに 進むことにした
が、ISに相応しい内容になるよう、今後も充分なチェックが必要。次回はWG9と 同期し、2007年 4月 に開催予定。
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運営委員会 ・資料番号 :159‐ 3/SC47AK勧 (事務局RE入)

:EC国 際会議出席報告書

TC/SCaA担 当委員名: 中 村 篤 _ 報告書作成者氏名 : 春 日寿夫  に 韓日1)NECエ レ外ロニタ対胸

[注]:1、該当者は、出席会議終了後[6週間以内]にTC/SC/TA担 当委員経由で、IEC活 動推進委員会事務局宛ご提出下さい。
国際会議出席報告書の審議 ・承認の後に補助金を支払う。

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて番機 ・承観を受けることが望ましい。
2.本報告書は、同一会議に2名以上出麻の場合、代表者が提出してください。
3.WGが TC′SC/TAと同時開催の場合は、WG会 議内容はTC/SC報 告に含めて報告書を提出して下さい。
4.報告書の追カロ、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後1週間以内に事務局に提出して下さい。

出 席 会 藤 名 ( 半角) 分区 搬 講
CC/SC/T0

SC47A(半 角)
SC47A □ T C  t t S C □ T A □ W G □ P T □ その他

□ T C □ S C □ T A □ W G  t t P T □ その他 名 称
(日本鵡胃)

半導体/集 積回路
□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他

□ T C □ S C  t t T A □ W G □ P T □ その他 □単独開催 図同時開催

開 催 期 日 2006年 10月 23日  ～  2006年 10月 27日

開 催 場 所 (国名)イ ギリス (都市名)ロ ンドン

チェアマン/]パ サ Mr.Roger Goerge(英 国) 幹事回 日本

参 力口 国 及び

参 加 人 数
8ヶ国、主な回名 日本 フラ泌、ドイ弘 中国、わ汐

・
、米国、韓国、イギリス、参加人数 (16)

日  本  人

出席者名 俗赴名)

[○:補助対象音・… 輸例):○ 電子太郎(JEITA電子)]

○横溝剛―●レネサステクノロジ)、○春日寿夫(NECエ レクトロニクス/ヨ ンビナ)、

Э中村篤0レネナステクノロジ)、三谷真一郎(日立製作所))

議事概要 (背景・目的・成果・問題点など)にの相は、ル寸サは1行ですが、閉鍋に已怖しながら最大28往で紗時きま曳)

目的 :半導体集積回路デバイスにかかわる標準化につき審議している。

げ秘采:

1.IS発 行文書(前回会議以来、発行されたISが報告された :8f411

CSつ                (発 行日)開 発期間 テーマ佃0
1)IEC 60748‐4‐3‐Ed.1.0-English 20(鴻‐08‐29 4y2m(つ ADCttGつ
かIEC 62132‐ 4‐Ed.1.0-Bilingua1 2006‐ 02‐27 4y2m(つ  EMCttG0

DIECrl■ 61967‐4‐角Th l‐Ed,1,0-Bilingua12006‐ 02‐13 2y3m(D  EMC6VOの

かIEC 62132‐ 1‐Ed.1,0‐ Bilingua1  2006‐ 01‐19 4y10m(O EMCGVG9j

DIEC 62132‐5‐Ed.1.0-Bilingua1 2005‐10‐10 6y5m(の  EMCttG0
01EC 61967‐ 2‐Ed,1.0-Btthgua1 2005・ 09‐29 8y10m(つ  EMCm「 G0

01EC/TS 61967‐ 3‐Ed.1.0-I革 比屯口江     2005‐ 06‐10 3yllm(つ  EMCIWG0

91EC/TR 61967‐ 4‐1,Ed.1.Or English 2005‐02‐07 1y     EMC6VGの

2.WG活 動状況 :審議中の標準化提案

2‐1)WG2: ロ ジックデジタルIC:WOイ ンターフェース等 (コンビナ:三谷)
Э日本提案2件(リーダ:栗本[lCD]、三谷lAPUBl)
②フランス提案1件 ([2CD])
2'のWG4:ICの インターフェース (コンビナ:英国)
Э[EC60748‐3:が ISになって完了
20 WG7:先 端ハイブリッドIC(コ ンピナ :春日)

勧郎嘔としてSiPを検討中(関連するTC91、TC47WG2、 SC47D、 TC40等 との合同活動が必到
2つWG9:半 導体EMC測 定方法 in ICs(コ ンビナ:オランダ)

Э日本提案1件 (リーダ:日本 渡 勘増田lADIS3)                   FDIS送 付(11/30
0他国提案8件審議
3。その他
Edited CDVの取り扱い
。FDIS文 書は、E伍俺d CDVを 必ず使うことが最近のCOの 指導であるが、規定上明確になっていないことから、混
乱をしている。COに 対して、Edited CDVに 関する規定を明確にする事、配布先を国際幹事だけではなく、WGコ ン
ビナ及びPiリーダにも配布されることを出席のCOス タッフ (D制航s氏)に強く要望した。

以上



(社)電子情報技術産業協会

lEC活動推進委員会 御中

避圏強 ・翻 瞬 : 1 5 9 r 3 / S C 4 7 酌①

lEC国 際会議出席報告書

岬 申 :

出席 会 議 名 (半角) 区   分 鱒
口 Mゆ

m7E,

WGlWα 脚∝Wα (均‐ 47E

WGl

股

鴨

WG4

□ T C  t t S C □ T A □ W G □ P T □ その他

□ T C □ S C □ T A  t t W G □ P T □ その他

舗
∞

働畔鞘枚 準靭セカ 、

マイクロ波デバイス、アヽワーデバ

イス、フォトカプラー
□ TC ttSC ttTA ttWG □ PT □ その他

□ T C □ S C □ T A  t t W G □ P T □ その他

□ TC □ SC □ TA ttWG □ PT 回 その他 □期囲継 図印鞘催
開 催 期 日 2 0 0 6年 10月 郷 日 ～ 2006年 10月 27日

開 催 場 所 値路)イギリス は聞岡め ロンドン

チェ凍ウ/匂ンギナ れ77ン:Madam Delort(イn

]パナ:附l Park働 ,附2却 田(日),

附3古賀(日),鴨4増 田(日)

鞭 鯛

参 加 国及び

参 加 人 数

7偲 主な田ほC.0.、英 イム ぢ虫 ,枚骨理丑 中国、日本 参加人数 GO)

日 本  人

時 帥

10:補期靖著,・・∽ :○― 再(JEITA電⊃]

大和田邦樹欄 的 、○樋口泰趨伸―内、O悔 日章(麗紳碗、○大芝売幸(ノニー)、○古鍋簿訳日め、

○宮下痢ほ笛当∃幼、○由宇 の 、O増 田修r力 、○河環畔‐碑

穀 齢 目的
・
劇 柔
'FF―

dめ に洲 母よ励 導力ま1行間 拭 所報 的 力ち秩 密徳 臨 掬 弾 軌 )

陪景 。目的 各WCの年間滴動撤ま 各PJの発欝韓島と来のステップの確熟 メイ冴 泌と‖醐畔導栂暇騎題暁

陳 ・削詢剣

[S阻7El●lenaryp

l.各 WGコだ ナーカWiキつ東熊舗朝押雅1年間卵 と会期中の成果を欄品

2.Delort委勤 沌刃摘訂で委員長葛国壬(2007年4月)。

3.BDSGlank Detail SpecificatioO策彗(12規め の麹助滅議され色

4.SMB決定12713KSMB/3333/1NFjで著議停止となった60747-144カ鹿既穀か く昭1)について脳時間を割き、ISO/TC108との

P弱荘誠鏑特終に的渉応魂嘘弘 Q幡1郷

5.次回、200711/05判9仏 Toulouse。

lWGl]1.60747-14-4:C肥智Lycoudes i劇酌めヽ 「IStlの規格とは別に帥 薩竪希ヤ鴻誹勤竣 」と方針を味

②ISO宛の手紙を、IEC中央事務局のMr.Chew力灘型午作成し送付。

CttIS最終案を早急に用意し、ISO/rClo8に11月末までに回答を寄せるように要請する。

④ISO/rclo8カ朔 を表明し泡時に'よ IEC狽畷 員長とISO狽貶蕩揮脹扮潔怪【会議た開催する。

⑤日本は 11/3まで,韓 を許明する。
2.60747-1年l iCD案を12/31まで四胞土
3.60747-1年3:CD案を11/30まで昭魁土
4.60747-1年5,NP承認され投票いントを議論。11/30までにC明慰土
5.mOSイメージセガNP律瀬瞭謙∋ヤ対 刃f―卜不足で否え 6。次回、20117/5～7 中国または日テヽ

lWG2]1.60747-4 Ed.2 FDIS案:参照した60747-1がEd.2に改訂され̂ RVC t割勤鹿刻動激埜ぁ修正案を承認しFDISに進む。
2.60747-16-l Ed.1施.l FDIS:日本輸糠 時的ルトしな勤修正を承認 IS舜ね裕記費生
3.60747-16-2 Ed.1拘H CDV:CDか らの修正箇所を説明し了穐
4.帥 NP:エキが ―躍綺弥捉【否決されたバ 再度NIP提名 前回NPへのコルトを議論し、中国題敵浮こ目な勘日し
CD案竜融」する。中国taキが ―躍録を干朝霧詩した
5.6074作16-3,■,-10:M駅 発行する。
6.次回、20075～7 北京また,力詢託



賊果・隅 刺 続つ

lWG31 1.60747-7 Ed.3 Bipolar transistors:申 ドイツから提案され電ヨ舟師郭ランジ〃について議論。す虫 Ed.3の

Amendmentとすること↓奇轍メ勤ミ諭 Mr.ChewのCD秦つ中t卸 るべきと(卵メントに従う。抵加糊義トラガ 〃鋤 よ

ドイツカ迷出し、CD案を11月初旬↓御パ ナに出帆 今回断 し縁 員盟 し、異論が邸抑 ぎCD案として今特和釜 出

2.6074作15Ed.2 1solaied power semiconductor device:ly初鹸 提出 スケジュリレ↓よ CD:2006/12,CDV;20079,

FDIS;2008/5,IS;2008/9。PLが軸前に紹朝としたCD案鶴 し、それ,むけ
い
る英 独 日のコメント、特↓り国 の家 し修正

した 日本氣 独条も考慮したCD案を11中にPL力普頼する。

3.次回、20076ニ ュルノミ づ。

EWG48 1.60747-卜5 Ed,1:StB/3318/QPで2ndFDISの提出が承認され lstFDISへの修正内容自幡磯 11/15までに委員に回付

する。SSR,3関する用語とDynalnic6ぼI測竜法を加価血entとして米国がNP提案する。

2.60745-1,-2,-3:К Rを発行する。

3.独がMagllleticCoupler雄 縮 。

4.次回、2007/3シンガボTノ玖

碑母 1.該当鞠ま、出席会議終了後[6週間以内]にT9Sy「 A担 当委員経抽で、回C活動推進委員会事務局焼ご提出下さしヽ

国― 出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。

会歯終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて番強・憩盟を受けることが望ましtヽ

2.榊 よ、印 こ″醜災J的席の場合、代表者が提出してくださし、
3.WGが TttX河 ムと同時開催の場合は、WG会 議内容はTttC報 告に含めて報告竜を提出して下さしヽ

4.報告書の追加、訂正が生じ赳射釣ま、運営委員会開催後1週間以内に事務局に提出して下さい。
5,この報告割ま、手続き完了後、JEr「AホームページFEC韓 会」に掲隷じ、会員企業への報告に着えます。

EC活 動推進委員会事務局,(櫛嗜仔情額技術産業協会 標準化センター

〒101u鳩 2東凍暗F日代田区神剛駿河台3‐11(に夢昨蕩謝調拐限 レ) 快 ユ103‐3518‐6435 Faxt03‐3295‐8727

仰賓‐∝様式 郷 .9



ω 守 欄 鮪 麟 膝
1鶴― R4御 中

轟 強 ・沖 隅 :1弱 割 的 田 更 )印

にC口 障会機出市

〔選3:1.4-47a確 目日翌堕即こ玉基漫回低色当曇白置自で、IBCほn性進奮員会'輸R売ご提出下苺、
・雰口″鴻陣ヨ怠出合セ弘 う.
L― ・月日略郵え こ』田ほしもヽ

2-庁 貧 出こ%車 的 球 盛 しヽ
帥 41的自研ぃと同親珊摯引駒針よWO― t― 打倒こ1め1口解H臓飼出して硝 しヽ
4報 告書ゆむほ中 、・は霞員会開旧住1ヨ隅以内に輸 拙 していきし、
5,こ中 学微出完了後、I「AホームページrDc活駒憾進委員会Jに抱口吹会員食出への協宙こ害え沖え
】日K〕嵐出 阻 田田 m贈 君印日 踊臣田 :8田 陸 オ

― A3-t:

出席 会 ■名 ( 半角) 区   分

韓号ｍ
S9臣 E源岬円6(均働

却 G □ T C □ S C □ T A □ W G □ P T 図 その他

RTC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他

舗
的

中 的 0
□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他

同 TC ttsc mTA ttWG ttPT □ その他 図判田脳 □岡朝椎

開 催 期 日 2 0 0 6年1 1月1 2日 ～ 2 0 0 6年1 1月1 5日

開 催 場 所 ロ ドイツ G目田掛 フランクフ,レト

れ戸ル勺パナ M M 焼 拍 D / R L G 叫 抑 独

陣

数

回

人

加

加

伊

◆

4】エー  鶴虫基 日 如 く5)

日 本  人
Lm t∞

tO:― ・・の :O― EK泥恥寄D]

O帝 "出よ識 ,転鶴 )

… は
・
目的
・
成果
・
□口的 hり 仰噺底 ル ギ姫 中 的 噂 密偶対臥運闘 L)

1.背 景。目的

田060mlel園 田聴珊田目53版の的閣辞段ヽ個別日陶虹月脳田降政危湖酌Nコ 段沼、第翻田む るt宙斎翻噺部に副河むこミ買胎

卵 耽 しぬ

2. ,誠JR・犀8巴瞬玉
。要求存項金項目の書日白団口R引 田出出伸球て)確了した。中 月ま習コαWの 目概はどけどリクリアせ 0で ある。

・EC 00mt-1鯖回距の帥 封肋かりにくQつ 中 特性習Rなるため、― lこはリスクマネージメントで

決定すべ書粉 たが。例の向G項 目Jり込むことにした。

韓 、m― lt閉車 1‐― しているため、調"】 】出 。ヽ2E2-る 投 にしたが、岡田が

和 u田買田問段する(他社は脳田防的L■Lf● ていた)
・炉耐耐告…閣暇田Eい … d8車 が中 ― Ch角Jこm_17噂 する。
・損日題の潟れ電調開欧目ほ朋恥町日田田的 することとした。(― アクセサリー、肝中 での温れ

鋼 跡 、― に !韓                卿 印 姉ヽ

・EC m001-1の B君ウーブルのn― にたいして、中 中にテスにインガーではれられてはなら仰いとい引賢翠事

項があり。これ書』用する'イ 財 イ津引南ゆ―、CVOHホ タタにも膨停が【る。口0 3mOH-2r2WX英 では除外しており、英国以外

は反対し出 如 に持ち出uれ た。
・■― 席 、書颯及胡賢 00ml‐t申 、書報司田も対応のa由偶由が出なかつたため次回はでに全員…

を作成してくることにになづた。

3.今ぬの予定
・卸慨範 月15日の週 最勲∞環め駆 めのドイ努朗臥卸研範 月17日のコ CD附 湖臣メンH田嵐排 イツ)
。CD―江B湾門月、 CDV― 客H靖円月、FDS―質思靖円月、馬翌日B年11月



働

,EC活動能挫接員会 御中

韓
・
串 : 1      印

E潤ヨ:1.は当者は、嘩 、IECttn出翌距瀬峰封円跡じ設封曲出TSL、
日陰月比鯛日配打WttH置・承円り崚に相軌金を守漱ぅ。
会口瞬了後速やかに提出し、口抵の河掛費員会にて書由・コロ性勢することが日はじし、

にC萌 出市
中 ag― : …

i 肩景 H 名 く+ 角 ) 区  分 帥
m 付

WDAWG7働
― ― □ Tc □ sc □ TA □ WG □ PT 図 その他

同 Tc □ sc □ TA ttWG □ PT □ その他

舗
的

自
回 Tc □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他

□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他 図料田鵬 □田欄鵬
開 催 期 日 2 0 0 6年1 1月 5日 ～ m 0 6年 1 1月 8日

開 催 母 所 GttDキ カ ス ∞ リマソ,ル

テ=77比/ 1々〃ギナ Dro S.Hi軟プ,Oshrn 辞咽ロ ドイツ

字 加 田及び

争 加 人 数
7な とな田倍アメリカ、ドイツ【フランス、オ;ス トリア、ス回ベエア、日本【争加内欧 0つ

口 な  人
賄 ∞

EO:― ・・・a,iotttJEI猟 ■つ]

帥 ムロン～効 、軸 巾 、O― 的

単 協 ・目的 ・戯桑 ・― 惣用は 勲 瑚は1伸 く帥 … 湾4着磁 煎 部 義 )

ISON12卿 とIEn― の腕 阻 的 岬 町 で、期 蹴 棚 櫛 搬 い生

田0回 C80001を 的 MEDICAL― ICAL Ⅸ脚□回脚卜PA身 鞭 島耐劇ほ 理甲臨麹卸臨館 L建 封施Fad

帥 車 ばalmad輸 障中

朝酎の「fG7の 斜昔3ま 統 れたwD2に 対し各国より寄せられたコメントについ召闘議し、OD案 をまとめこ

静載お中岱と調隅齢紛間

D日 本とけ3よ 以下3点を重要漂題としてコメント発出するととも↓こ 会はで瑚 を主張した
0クリ‐エンタ ギ陶転 ― lLtる ことの要求:家庭用と公共用につい3ま 関係する目陶州酌餞こ低いことを開溺期録
した上でt相踏此、対応が因陣な上に大幅なコストアップとなる泊広 適用外とすべきと主張した 調機の鰐私 クリィエングに
ついては方法を製造者が湾定できることが出認できたたな 適用することに同意L//_

噂 :以下理由により抽 、側 について,剖め困陶能櫛 るぺ剖 強 い>報          唖
弓阻的なプリンタ付装ほでは用瀬排出日からの水の侵入勧防止できなし、ゆ公共用に多い自動巻き付り式において、腕の将入日の

め相附働苺剰野N覗脇 め詢団研8調ル用機節こより25-35%も のコストアッ玖
病院向けでも防水性能は不要とま見もあるた臥 CD↓中 臥 各国の意見を求めることになった
0単■故障時の過大圧防止響段,3関する要求:別孫統の圧検出システムなどを設けること'よ家庭用や環価ぬ病院向け血圧計で
1洩隅残群け刃輸生 適用外とすべきとドイツが禅稲していし N的の円私 翁畠者が照意識であったり線作者の監視下にない状況
拭あり得る自動操り返し血圧計を除き、寸般のカフを用いる機欝について,ユ】&紀電程期印働 フまた日配管を外すことが可能な
出な これを以つて郵勲弛 する。ゆ自動はき付け式について|ま腕門1抜けない状況も予想されるたあ 槻臓武の非常スイッ
ス または別系統の聴剰回路系による開放執段を備えることを要求す生
働対調脂果を基にω が作成港油A ttβ婿 倒D内断κDと して、■月24日村で各国↓g回路・配府さ札
(コメント007年 3月2日。)
Dその他:臨床胸関評価プロトコル佃距おo81060BDの WDtalヽ グルー卵 輔潜さ花 W年 4月にWD
― 尚、日本から提案している耐陀廻到歌静影凋陶けこ夕収集に引題陣蹴筋力報卜られた
0次 回JWG7開 鵬
自動武m180001‐2330jコメント書輯と研 衆作成:Hy年 5月21～23日 堀所 ノーフォーク、アメリカ
騎床辞餌ジbトコル規格WDK81000tかコメント審輯とCD栄 怜成:W年 6月 盟臣2日 場所:ミラノ、イタリア
非自拡 醐思触O o DコメンM戦蛇配鳩桑侮虎: W t t 1 0月坪折:スロJ忙ユア

2,細 ま、同一会搬こ殊 中 、は薄建岡Ⅷ してく,まきL、



住 )邸 補 軸 輸 難    醸 膝 ・欝 韓 :1593/御 的 l① 帥 内

IEC活動推進委員会 御中 提出日:20116年 11月 15日

(雑謡 聞 )望囲 輯 :‖8TC910

にC国 際会議出席報告書

T―     「A噂 :  己ヨU町 牙ロヲく

出 席 会 ほ 名 ( 半角 ) 区   分 鱒
口 M 命

TC91(鞍 )
□ TC □ SC □ TA ttWG □ PT □ その他

□ T C □ S C □ T A □ W G □ P T □ その他

帥
∞

却
□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他

□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他 □判囲推 図副期継
開 催 期 日 2 0 0 6年 1 0月 2 4日

開 催 場 所 酪 ) :呂SI呂ヨ は田岡め ロンドン

チ高閑ツ/匂パナ W.Huck(コンパじゆ 鞠 日本

参 加 国及び

参 加 人 数

5ヶ風 主な国倍 ドイツ、恕 轄国にフィンランド、日本 参加人数 (16)

日 本  人

晴 帥

10:補頻落著・・・∽ :O―  「(JEIT廟 ]

協儀郵合(芝浦工幻、LL― けタノオフィスヤマモゆ、高橋認明岡 、気賀智也(ソニー)、○大島寛←チヨカ 、

Dt/「T的 、醐 じ〔(帥 ガヽ輔 値覇鵡lPa

鞭 律戦車 目的
・
月題ミ
・
「判選弾影よつ この開よ見おナは1イコけ が、所定隅の ち最大囲行封輛ひ苺 茸九 )

1. 目 的・使命

日本提案の新規規格であるモジュールのCS(IEC 62421)及びmmponeni and packageのサンプリングプラン(IEC 61193-2)

のCDVに対する各国からのコメントヘの対応を審議し、observatio■付きRVC及びめISの発行につなげる。
2. 穀

2.1 lEC 62421:モ ジュールのCS

CDVの投票結果は米国と英国が反対投票であつたが、成立した。各国のコメントヘの対応を事前に日本とコンビナ問で調

整し、事前配布したobservatio■及びめIS案を基にして審議が行われた。米国のコメントを考慮してビジネスモデルの図

等に一部変更を加え、observatio■及びFDIS案が承認された。修正部分が多かったため、WGlメンノWこメーブ閉己信し、離

確認をとった上で発行することとなった。尚、英国委員はこの規格の主旨を理解し賛同の意思を示した。

2.2 1EC 61193-2:component and packageの サンプリングプラン

CDVの投票結果は米国のみの反対投票で成立した。米国のコメントヘの対応を事前に日本とコンピナ間で調整し、事前配

布したobservatio■及びめIS案を基にして審議が行われた。モジュールの適用範囲を醒 ビジネスモデルに限定していた

が、IEC6H93-4が無い状況下では、ビジネスモデルを限定する記述は削除することとなった。WGlメンバにメータ凋己信し、

再度確認をとった上で発行することとなった。

2.3 1EC 61760-2:SMDの 輸送保管条件

CDVに対する投票結果は全て賛成で修正意見が無かったため、ISに進む事が合意された。

2.4  New Business

リフローはんだ付けを行うTHMDsへの要求事項に関するNPをドイッが準備することの報告があり、このプロジェクトをド

イツ,日 本,英 国,フ ィンランドがサポートすること、また、NPは関連部品のTCにも紹介することとなった。

2.5 WGlの スコープ変更

TC91:Elecironics asselllbly tech■ology―WGl: Requirements for Surface mouni devicesからTC91:Electro■ics assemblぉ

technology―WGl:Requirements for Electronic Componentsに変更する事が合意され、Plenary meetingで承認を得る

こととなった。

3.次 回会議

rc91Plenary会議の日程にあわせ 2007年 10月に韓国で開催する。

[だ□:1.該当者は、出席会議終了後[6週間以内]にT9蛍 ИA担 当委損経出で、IEC活動推進委員会事務帥 下さし、



(社)電子情報技術産業協会

lEC活動推進委員会 御中

韓 会・欝麟 : 1 5 9 ‐3 / T C 9 <々 〕

― rA申 :

会 議 名 ( 半 角 ) 区   分 鱒

仰 Mゆ
TC91 働

TC91隅2 □ TC □ SC □ TA ttWG □ PT □ その他

□ T C □ S C □ T A □ W G □ P T □ その他 名 称

(日本輯D
印

□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他

同 Tc  t t s C  t t T A  t t W G  t t P T  同 その他 □判岬維 図同期継
開 催 期 日 2006年 10月 24日～2006年 10月 25日

開 催 場 所 (酪 )麺 (揃 名)ロンドン

チIア秒/ヨパナ 働B_   (コ ン抑 脚  日 本

参 加 国 早ヶ国/主 たる国名 日本、米国、ドイツ、スイス (計13名)

日本u胡宇旨 O:補競確き・・(働:O電再剖御陥督醐

山本克己(テクノオフィスヤマモト)、O荒 金秀幸(ソニー)、観田加―(溶接協会)、O梅 垣淳―(NEC)、

松村光弘(溶接協会)、本間仁(富士通)、千強(横浜国立大学)、柴田明―(dPCA)、

西山和夫(国際幹事)、小泉徹(国際副幹事)

― は環・目的・減県・田題洵製身 に備 よ、動H引よ1行けおく、― 帥 巾 ― ― 。)

後経のコンビナを観鶴中のため、今回馬バーグマンが代行した。「9彬7り鞠 等他の鴨 のプロジェク尚含めて目蹴じた。蹴存のプ

ロジェクトは最終駒階に近づ皆、一方、日本からはボイ瞬田醍揮留こついての新規提案があつた。

1)EC 61192-5:プリント板実装の構霧姓リワーク
・Nは 91/611/RVC川ま発行されたが、FDIS力く未発行となつている。審議はすでに済んでいるので、その場で、RVCに 海 てFD【

原稿港作成した。FDIS原稿として提出する予定。

2)EC 61190-1-3、-2:鉛フリーはんだ材料/ペ ースト(リーダ:鶴田)
・FDIS原稿は提出済みも発行が遅れている。正式に仏語訳を依頼して、間に合わなければ、11月にFDIS発行する。

3)ボイドの評価基準
・NP懸  (91/639/NP)しているボイドの評価基準について、規格の紹介と剰験評価結果の説明を行つた。規格案のベースとなる

剰験評価結果を中心に質疑応答/コメントがあった。
・関連して、米国でのボイ瞬糾面についての取明膨みについて、PC-7095の改訂検討資料やソレクトロンからの提案資料をもとに、
バーグマンから紹介があつた。
・ボイド評価の重要性や評価方法/― 法については理解が得られた。NPの投票締切り1ま2007年1月26日。

4)EC 61189t5、r6:プ リントー /実 装材料の拭験方法
口EC 61189-5、 -6い ずれ も FDIS被 環を経て ISが 発行された。

・試験用基板作成用の設計データの表示について、付録で追加する案が紹介された。

5)鉛フリーの表示
・関連動向について情報交換した。中国提案の鉛フリー表示とECMA-370 2006 The ECO Dedattonが紹介された。

6)サンプリング ラン
・サンプリングプラン(ボードとラミネート)(-3)については、エキスパートがそろしhWG4で審議することになったとの報告があつた。

〔■)、l-5メこついて、WGlと協力していくとの菊栓詢 あ`った。

7)ECt61191sand61192sのメンテナンス
・にC-61191sと61192sのメンテナンスについて、次回の検討することになつた。

8)畑 舗

。(WG2)2007年 6月 7日 (木):シンガポール
・(TC91)2007年10月 15日(月)-19日(金):韓国で仮設定し事務局で調整する。

[を目:1.該 当者は、出席会議終了後[6週間以内]にT9厳 ИL担 当委員経由で、回C活動推進委員会専務局廃ご提出下さしヽ

2.本報告書よ、同一会調こ%以 上出席の場合、的 提出してくださし、
3,WGが T9Sy「 Aと同時開催の場合よ、WG会 議内容は■O並 報告に含めて報告書を提出して下さ↓ヽ

4.報告書の追カロ、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後1週間以内に事務局に提出して碓 し、



仕)邸 相 賊 徹 鍋 絵     醸 強 ・掛 補 :1503/TC910     榔 嗜4

1EC活動推進委員会 御 中                    提 出日: 2006年 11月8日

( 推者醐 鯉 器 : H 1 8 T C 9 0

にC国 際会議出席報告書

T― PA担翌聖彪長拝幸缶:

会 路 名 ( 半角 ) 区   分 購

田 Mゆ
TC91附3ぃ 幼

TC91WG3 □ T C □ S C □ T A  t t W G □ P T □ その他

□ T C □ S C □ T A □ W G □ P T □ その他 名 称

(日力輯D
□ T C □ S C □ T A □ W G □ P T □ その他

□ T C □ S C □ T A □ W G □ P T □ その他 □勤軸陛図囃

開 催 期 日 2006年10月24日～2006年10月25日

開 催 場 所 磁 ) ]呂こE雷] は田岡ゆ ロンドン

チェ戸ツ/句ンギナ 春日脅夫(TC91J阻コンビカ 榊  日本

参 加  国 rヶ国/主 たる国名 日 本、韓国、米国、英国、 ドイツ、オランダ(フ ィンランド

(計25名)

日― 10:器勘廟翼車・"伽 )iO― ド(JEIT廟 ]

折  (横浜国力 、苅谷(芝浦エカ 、大島(ニチコン)、高橋(期 、気賀(ソニー)、

山本Gクノオフィス)、梅垣KNEC)、荒金(ソニー)、土生G寸田SS)、潮●ED)、柴田(JPCAj、

西山(ソニー :TC91国際幹事)、小泉 (JPCA:TC91国際副幹事)

春日KNECエレクトにクス:WG3国際pビ ナ)

議事概要 臨割設・目的・成果押薩謙ねD(こ 卿 よ 見か助ま1行ですべ 所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。)

目的 :電子実装技術に力功める実装後の試験方法につき審議している。

ヴ秘界と:

1,IS発 行文書(前回会議以来、発行された IS力湘 告された3件中日本提案 1件)

1-1)IEC 61189-5-Ed,1.0-English i Test lllethods for printed board assemblies                   2006-08-29

1-2)IEC 61189-6-Ed.1.0-English i Test melhods for materials used in electronic assemblies     2006-07-24

1-3)IEC 60068-2-21-Ed.6.ll―English(リーダ:梅垣):Robusiness of terminalions and integral mounting devices

2006-06-22

2.鉛フリーはんだに関する標準化提案 (日本担当 :8件 中 5件 リーダ、2件共同リーの

卜1)IEC/TR 60068-3-12 Ed.1(リーダ:ドイツ):Me↓hod to evaluaie a possible lead―free solder reflow tempera↓ur(

profile(タ イ トブ彪笙更 IEC/TR 60068-2-84)(91/601/DTR、 91/636A/RVC)阻 剛画 TRを 12月末。

2-2)IEC 60068-2‐20(リーダ:ドイッ、共同リーダ/日本 :大島):リ ード付きデバイスのはんだ付け性とはんだ耐熱性謝

(91/602A/CC&91/640/CDVが 06-10-27に回覧された。)[CCDVB FDISを 4月末までに完成予定。

2-3)IEC 60068-2-69(リーダ:英国、共同リーダ/日 本担当:大島):SMDの Wettingbalanceはんだ付け性試験(91/562/CDV,

91/605A/RVC)ERDItt FDIS原稿をセクレタリを通じてCOに提出済み(8月、10月)。

卜4)IEC 60068-2-82(リーダ :坂本):ウ ィスカ試験方法(91/570/CDV,91/606A/RVCiobservations付きが06-10-20に回賢

された) lADIS] FDIS原 稿を国際幹事へ11月末までに送付。

2-5)IEC 60068-2-83(リーダ :大島):SMDの はんだ付け性識 ソルダペーストを用いる平衡法(91/584/RVN)脚 M CI

原稿を11月末までに送付。

IEC 62137-1(リーダ :高橋):接 合強度試験方法

2-6)partilpull↓est:引っ張り調跡):(91/579/CDV,91/630/RVC)lACDVI FDIS原 稿を11月末に送付。

2-7)part2(shear test iせん断調 :91/580/CDV(91/631/RVC)lACDVI FDIS原 稿を11月末送付。

2-8)pari3(cyclic drOp testt落百調抑 :91/614/CD[lCDI CDVを 各メンノWこ12月末までに送付。

3.新規提案の紹介 (日本提案2件のNP)



1)鉛フリー対応のロードマップ (荒金マップ)最 新版を紹介した。

2)IEC 60068-2-xx(リ ーダ :戸井):マイグレーション試験方法 ・NP待ち。

3)IEC 62137-1-4,if approveO(リーダ :高橋):繰 り返し曲げ試験方法 (91/637如W)口 NWB

IEC 62137-1-5,if approved)(リ ーダ :苅谷):せ ん断疲労試験方法 (91/638AIP)Pl呵
・NP文書は発行済みで投票締め切りは 2007年 1月。フィンランド、ドイツ、英国、米国からのエキスパ

ート登録の確約

4 。その他

1)62137シリーズの番号再編成 :2004年 7月に発行された IEC62137 Ed.1の IEC番号再編につき、2003年 11月、2004

月のTC91会議で提案されていた件を再度確認した。
。62137-1(表面実装用)、6213+2(挿入実装用)とし62137-3として、既発行の62137を適用することとする。

2)Edited CDVの取り扱い
・FDIS文書は、Edited CDVを必ず使うことが最近のCOの指導であるが、規定上明確になっていないことから、混乱をし

り特にドイツメンバーから強い不満が出た。
・COに対して、Ediied CDVに 】けではなく、WGコンビナ及びPiリーダに

ことを出席のCOスタッフ (Dennis氏)に 強く要望した。

5。メンテナンスサイクル文書の確認
・メンテナンスサイクルの状況が確認された(IEC 60068-2-20、IEC 60068-2-21、IEC 60068-2-44、IEC 60068-2-54、1

2-58、 IEC 60068-2-69、 IEC 60068-2-77)

1)IEC60068-2-20改正(リーダ :ドイッ):Pjで 進行中 (91/640/CDVが06-10-27に回覧された。)[CCDVB

2)IEC60068-2-44改正(リーダ :ドイツ):はんだ付け試験のガイダンス
。MCRを 11月に発行し-3シ リーズとして全面改訂して審議する。
・並行して、MRDを 2009に延長しておく。

IEC 60068-2-77見直し(リーダ:土生):MRDが 2006であるので、至急見直しをする

6.次 回会議

年 6月 7日～8日 :シンガポール,TC91WG3開 催 (JIC第 8回会議 6月 4日～6日)

(3oint meeting of TC91WG3 and TC47WG2の検討中)

年 10月 15日～19日 :韓国 TC91 plenary meeiing計画中

11月 5日の週:フランスTC47 plenary meeting(30int meeting of TC91WG3 and TC47WG2検討中)

1予定〉IEC総会に併せて、TC91と TC47と同期開催 (招待されない場合、開催地は協力して決定する)

2008年 秋 (ブラジル)

2 0 0 9 年秋 ( イスラエブめ

2010年 秋 米国シアトル →TC47と TC91が招待される事は、ほば決定

[』 :1.該 当者は、出席会議終了後[6週間以内]にT9SCTA担 当委員経由で、IEC活 動推進委員会事務局宛ご提出下さしヽ

2.本報告書は、同一会議に%以 上出席の場合、代表者が提出してくださし、
3.WGが TC/SCaAと 同時開催の場合は、WG会 議内容はTCrsc報 告に含めて報告書を提出して硝 い。
4.報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後1週間以内に事務局に提出して下さし、
5.この報告書は、手続き完了後、」EITAホームページ「IEC活動推進委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。

にC活 動推進委員会事務局:(約電子情報技術産業協会 標準化センター

〒101‐限 東京都千代田区枠田駿河台3‐■((三井住友海上別鶴ビル)恥 l:03‐3518'6435 Fax103‐3295‐8727

KTSO∝ 様式 如∝.D



(社)電子情報技術産業協会

lEC活動推進委員会 御中

灘 障 抑群 :159r3和 10 師 閥

にC国 際会議出席報告書

[た回:1.該 当静ま、出席会議終了後[6週間以内]にT9厳 ИL担 当委員経由で、回C活動推進委員会事務局宛ご提出下さし、
鵡 出棒 の親 ・駆 に髄 を支払う。

会館終了後速やかに提出し、直通の避曽剰R営にて審議・器認を受けることが望まししヽ
2.本報告寄ま、印 こ%以 上出席の場合、イ犠 者が提出してくださし、
3,WGが T9厳 ИAと 同の 場合は、WG会 議内容はrКttc報告に含めて帥 して下さしヽ

4.報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後1週間以内に事務局に提出して下さし、
5,この報告書ま、手続き完了後、JEITAホームページ「EC活 動推進委員会」に据耐じ、会員企業への報告に替えます。

TCttXンEA挺理銅慰許名:

出 席 会 綴 名 ( 半角) 区   分 鱒
∽ ゆ

T C91鮮均
Tmt WG12 □ T C □ S C □ T A  t t W G □ P T □ その他

□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他

舗
∞

鞠

□ T C □ S C □ T A  t t W G □ P T □ その他

□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他 □鞠囲惟 図同翻推
開 催 期 日 2006年 10月 23日 ～ 2006年 10月 23日

開 催 場 所 値略)イ ギリス は聞岡め ロンドン

売乃 カパナ DB Berttan(コンベカ 鞠 dAPAN

参 加 国及び

参 加 人 数

5ヶ風 覚倒国名泌リカ、結刊爪 ドイス財八 日末 効 げutt G+9名)

日 本  人

賄 帥

EO:補賤 ・"の :O― F(JEIT団 ]

LL―  (チクブヤ棟 じ、西的悔恵国舞祥勤、柴田明一l」PCAp、○山卿 二‐mtts、 o対 翻上(富おD

― ぐ背景
・
宮的
・
成果
'問
題点な つ に引円ま、効 寸力ま1御け 力ヽ 所 錦 の 瑚 談 囲徳 でひ釜 対け

回C611鶴シリーズ窃覇能行なった

① IEC611鶴 ‐7●10onic oomponent zero onen協 億沈forCADlibrw mめ の議

前回会議時に作成した文書内容の間違いや、追加 ・削除した方が良い文面、文章の構成等について討議と修正を行っ

た。今回でようやく各国コメントの追加と文書の整合が図れたため、正式国際標準の提案文書としてセントラ財フィスに送る。

この文書は提出期限の問題で 1回辛ウ柳され戻された経緯があるため、IEC基 準に準拠して文書内容に問題ないと判

断した場合は、NP提 出後すぐにCDVま で持って行けるため、その処理を行う。

② IEC61188‐5‐3,5‐4)5‐5,5。8文書の進捗状況確認と審議

Secretary経由で送った FDIS文 書の進捗状況を確認。現在、Central oLceの Editorが文章の校正中で、今臣

IEC6118865‐3文 書の校正が終わりSecretaw送 られてきているため、その校正内容について審議した。その結果、

EditOrの修正候補通りに変えていくことと、IEC61188‐5'4,5‐5,5‐8も類似している文書内容のため、これらに対し

ても同様に、EditOrの指摘通りに変更して行く。修正したFDIS文 書は、Searetary経由でCentral omceに送る。

③ IEC61188‐5'1,5'2,5‐6メンテナが贈の繍

前回会議でアメリカ側の国際委員よりIEC61188・5‐1文書のメンオンス案が提示されたため、日本側国際委員で審議した結界

を説明。日本側の討議内容。結果を事前に文書化し一つ一つの項目に対して拒否理由と改善案を示した。この結果、

13項目の反論に対して、5項目の 名げ∝
"、
1項目の
`Disagree"、

4項 目の討議による妥協案での終結と、3項目α

継続審議となり、ほぼ日本眼ljfrを受け入れる形となった。今後、これらルオンス文書の修正検討と討議を行っていく。

④ その他審議

イギリス国際委員より基赫υドターシ間の絶縁試験用基仮アートルク見本とその製造手段について追加したいとの提案があった。

しかし、WG12は 設計基準関係で試験方法は対応できないことと、既にWG3で 同様のIEC61189‐5文書が作成さ才

ているため、この文書にAmexと して入れてもらう方向とした。今後、WG3に 必要文書の追加審議を行ってもらう。

⑤ 次回開碑場 所

2∞7年 5月 31日にJPCAショーに合わせて日本で行う。



(働 理好隅職縮麗甑陰

lEC活動推進委員会 御中

醸 監・翻群 :159t3/TC910

lEC国 際会議出席報告書

[た□:1.該 当和ま、出席会議終了後[6週間以刺 にコ酬XttA担 当委員経由で、回C韓 員会事務局宛ご提出下さし、
国熊鎌翔断南絡書の親 ・勤 こ統 を支払う。

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望まし↓ヽ
2.本報告勲ま、同一会議に%以 上出席の場合、代表者が提出してください。
3. VヽGが T9Su「 Aと同時開催の場合は、WG会 議内容はTい C報告に含めて報告書を提出して碓 い。
4.報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後1週間以内に事務局に提出してヽ部ヽ

― A申 :

出席会議名 (半角) 区  分

鱒
口 Mゆ

TC91 c均的)T o e t / w c u 7 /

限 J o l n t
□ T C  t t S C □ T A  t t W G □ P T 図 その他

□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他 称
締

名

個
帥

□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他

□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他 □判囲維 図印朝推
開 催 期 日 2006年 10月節 日 ～ 2006年 10月26日

開 催 場 所 値路)イ ギリス e聞岡勁 ロンドン

チJ吻 約パナ D.BerttanKTC91) 鞭 JAPAN

参 加 国及び

参 加 人 数

7ヶ欧 主な国悟米国t英国、 ドイツ、フィンランド、電躍R日本 参加人数 el)

日 本  人

時 鋪

Ю :補募靖著… の tO― ほ(J E I T A電⊃]

○高橋(期 、山本(テクノオフィス)、春日lNECエ レ)、梅垣lNEC)、大島(ニチコカ、上生い旧製御力、荒金(ソニ
ー)、O気賀(ソニー)、苅魯芝浦工対、コ僻淡国舟、柴田lJPCAJ、岩淵m、 印 (ノニーl、

鞭 僣 環
・
目的 羽 県 榔 鱗 Dぃ ま、励 斗力ま1徳 力業― 如 崩 脚 イ者 編 栄 驚対 。)

回げК肌力済定する□C規格葬 とし〔 的 17wG3と W47/WG2と のJOint 億ヽ苅昭を集中し鶴 イ才子しヽ お互
いに関連した規格について意見交換を行い、親緒の整合と推進を図る。また全体を通じて規格文書の日本側意向の原映と日本から

の駒隆靖書の回C規格化への推進を図る。

PE47WG2K           と 的 lWG3電 子壊撃読指妙射力と伸
・7ヶ国25名 lulwG34ヶ 国22名、4u7WG2:3ケ 国3名)
・活動紹介 :2つのグループに関連の深いウィスカエ識策 ドロップテスト、鉛フリ‐表示に活動状況報告と、新しいトピックス
として、繰り返し曲職識策 せ卵 常 ド評価碧告力ても紹介され仏

脚 7WG2の ProgressreportLondonと]防 1の荒金マップの報告

Dトピックス

帥
・TC47WG2:日 本熱御釣1における日本案と同めについての進拶《凋ヽ アの頭わ閃励を、COに 確認する。
・駅詢lWG3:CDV原 稿出飛史名 M7WG2の Jimbch氏 ,d鎌朽

と
る。(1月中動

)ィ スカエ試験
・駅ИttK形 :PASを COに 送付しているボ 文書の進捗をCOに 問い合わせすることになっている。
・駅詢lWG3:Ohe氏 がFDIS原案る紹介し、11月にCO,こ送付予定であることを宣言した

Э鉛フリす表示
・W47WG2:半 導体旧限定した鉛フリー表示規格を再提案することになってい潮 ヽ今回は提示されなかった
め鵬

Э飾働cbendingtest(迪C6218子1‐4rm 1917637/NPl・ 対硲委員からす却絲移瀞鴻さ瀬た

り隆曲加逢正立距arhtigue仏支GEC62137Bl・5,ぜapplovedj 19コは夏強胡叫 ・対そ叢桑目的ゝら忍聯隔紹扮ツ舟よさ批
Э酌』w由 如宜降逸対or v菰おhsoldered拘 山tばBGA 191/639Nl・ 子委員から技術紹介がなされた

6。次回会議 2007年6月 7・8日 :シンガポァ比JointhleetingoF駅詢lWG3andW47WG2は 検討中



(社)電子情報技術産業協会

IEC活動推進委員会 御中

醸 膝・抑群:1593/に 010仰 獅臥)

にC国 際会議出席報告書

陣母 1.該当静ま、出席会議終了後[6週間以内]にT9S(И A担 当委員経由で、IEC活 動推進委員会事務局宛ご提出下さしヽ

国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。

会議終了後速やかに提出し、直近の選出委員会にて審議・承認を受けることが望まししヽ
2.本報告調よ、同一会議に%以 上出席の場合、代表者が提出してくださし、
3.WGが T9SurAと 同時開催の場合よ、WG会 議内容はTttC報 告に含めて報告書を提出して碓 し、
4.報告書の追カロ、訂正が生じた易合は、運営委員会開催後1週間以内に事務局に提出して下罰、
5,この報告書ま、手続き完了後、」ErFAホームページ「EC活 動推進委員会」に掲潮ル、会員企業への報告に替えます。

賞鴻げ臥担当郵託乙: 西山 和夫  印 氏名 : 潮   憩 樹 (会社名)ポ「湖 工"W朝 'パ 綱榊

出席会潜 名 (半角) 区   分
鱒
M M n

T m t (均Tmt/WGl段

EttdLl
□ T C □ S C □ T A □ W G  t t P T □ その他

□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他

舗
的

テ
□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他

□ T C □ S C □ T A □ W G □ P T □ その他 □鞘期催 因印鞘贈
開 催 期 日 2006年10月26日 ～ 2006年10月26日

開 催 場 所 傾路)イ ギリス は間岡め ロンドン

売7ウ/勺パナ PT Leaderi潮憲樹 鞠  JAPAN

参 加 園及び

参 加 人 数

3懇 主な国名 フィンランド、 ドイツ、日本 参加人数 82)

日 本  人

時 的

10:補嬢 ・・・∽ :O―  「(JEIT廟 ]

○潮(PEDl、山本レクカ フィス)、春日(NEC‐ レ)、大島(ニチコン)、荒金(ノニー)、高橋(期 、t/「付 田勁 、

岩淵OrrAl,西 山(ノニー)

鞭 GttR・目的
・
成果
・
側 陶 親 住D磁 精 ょ励 劫 ま1ゆ ミ、閉 締 数 往 櫛 瑚 朕 舞徳 奪扶 建 封け

IEOTO拠 が議する rmemarltingttpresenoeandabsenoeofttwecinedhemialslmanoeinmaterials,oomponents

狐lmountedusedinelemialandelemnicequipmentllこつしての回C翔 陶樺詔癌議として、m球 苅性am Meetingeroi載

lmber IEC6 2 4 6 8、欧Ll)を開催し、91y612CDについての各国よりのコメントについて集中して審議し、CDVの 原案を

狗或した

1.91/612CDに ついてのコメント集計について

20M年 7月 14日に公開され lo月 20日締め切りに対して、8ケ国 (フィンランド、ベルギと、ドイツ、フランス、スペ

イン、イタリア、アメリカ、日わ から31個のコメントが寄せられ仏

2.コ メントに対する審議
コメント及び変更提案に対して、PTリ ーダことしての意見を事前に準備し、個々の内容についてCDの 文案を修正した

Generalに関しては7ケ国より意見があった。米国より表示について戦略的に考慮 KTC47よ り半導体向けの表示について

PAS提 案の予定だったぺ 今日現在動きが見られていなしヽ )す べきとの意見だったバ イ雑鏑詔朔蓄説ミく反映しなかった

日本及びドイツよりRoIISの 適用除外が増える中で、IEC規 格としての適用除外を残すのは不適当との意見があり、中国
RoIISでは除外規定もないことから、特定有害化学物質の含有の有無の表示とすることした

フランス/ベ ルギ■/ド イツより表示例は1種類とすべきとの意見であり、
`> く 'で

表示することへ→本化した

非含有表示を∞ G ttЮ )とすることとし、約 <と表示することとした

含有表示↓割庫将引節 とし、事例として>恥 <とすることとした

この中で、端コ軸輸肋治有される場御よ yPbT<と し、卵 に対する注意喚起をすることとしゑ
3.CDVの 作成と日程

PT会議での改訂案を、日本側で文章の整理をし、PTメ ンバー回覧による佼憩弱ゑ CDV用 規格として国際幹事へ提出
することとした

(11月中に回転 12月中に帥 すれ,ま次回TC91国 際会議開催 Qoo7年6月)に平行番調軒払)
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lEC国 際会議出席報告書

叩 噂 :

出 席 会 概 名 ( 半角 ) 区  分
鱒
m ゅ

TC91 d与91日CX91 的

11ヽ:1lE,.
図 T C □ S C □ T A □ W G □ P T □ その他

□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他

舗
∞

帥
□ TC □ SC □ TA □ WG □ PT □ その他

□ T C □ S C □ T A □ W G □ P T □ その他 □申側継 図同期継

開 催 期 日 2 0 0 6 年1 0 月 2 7 日 ～ 2 0 0 6 年1 0 月 2 7 日

開 催 場 所 領峰》イギリス は間岡め ロンドン

チェアマ■/ パヽナ DE Berttan(チェアマ刀 鞭 JAPAN

参 加 国及び

参 加 人 数

7ヶ風 主な国名組 英国に ドイツ、フィンランド、電国、中国、日本 参加人数 el)

日 本  人

時 鋪

10:補勘難翼筆・・・似):O―  「(JEIT廟 ]

○多田先生(金沢工大:1091国 内委員長)、○山本(テクノオフィス)、春日(NECエ レ:駅詢lWG3コ ンビナ)、梅垣

(NEC)、高橋じ設D、大島(ニチヨカ 、潮lパナノニカ 、土生徳旧製侑弱、荒金(ソニー)、

繰河(輛陛釧引、気賀(ノニー)、剛 (日立惚刺、柴田lJPCAj、刀嗅 lJPCA:]詢 1国際郵評勤、

岩淵l― Al、○西山(ノニー:lЮ91国際評勤、

鞭 G戦 罵
・目的
・
成果
・側□的なめ に刺は 励対ヵま1行け状 開撤改往な力瑚放囲韓 湖け

年 1口開催される回 C/1u曲 胎曲碗 磯 Assembly― o10gnPlenalyMeetingバ 1陀91各 WG及 び PmittMじ と御

てロンドンにて開隆さ札

題封瞬要は以下の通りである。

1,前 回の駅詢l Ple_Mじ (フランクフルト「期鋤 議事録の階認
・議長より昨年フランクフルトで開催されたPlenalyMeeting α溝簿朝詢簿 され、承認さ穐

2. □C Cenm10moeか らα淀罰僑が SMB鞭
・駅抑1を担当するCOの Demis Op肝 氏より回C文 書処理に関するUpdate廟預湘財南めった

標浄化処理手続きの迅速|しに向けて2nd CDVの 投票期間が2ケ月に短縮できる事、FDIS原 稿はCOに よって

編集された0〕 にヽ出はlCDOに 基づく必要があることが報告され仏
。Segetalyよ り駅詢l mimanの 任期の件について、幹事国としてBemanの 意向を確認し、またSMBで 理

来年の5月で切れる任期を3年延長した事を報告。

3.各 WorkingGrowか らの主な活動報告

3tDWGl Qequienaentsform― nics。。mponentsp。。nvenOrのHu■ 氏よりWGl簿 鋤簿 されヒ
TC47と の関連も含めて、配 などの他のコンポーネントの実装技術領域についてもWGlで カバー出来るように、WGl
のSOcppeを降叩挽田斌顛orSmoe mountdevioesか らmedIOnis。。mponentsに変更し翻 潮浩され 承認されヒ
3a2)WG2QequinIIleIBAformecronisAssembliesp。。vellor代理としてBerARan氏 よりWG2活 動と各文書の進捗を報告。
日本からの新しい提案としてBGA端 予のwOidに関する評価法の提案を報告した
3‐9WG86確 aswingand晩 蔵MethodsforEletOnisAssembliesjoonwenorの 春日氏よりWGa活 動報告と、L7/WG2と
のJOint畦 .の概要を報告した

はんだ付け材料に関する規格、IEC61189B5及び6118986はともにIS化され、次回のメンテナンスは2010気

WG3で はこの他にlo件のP唄恵光を蓄議しており、各々の進捗を陥認した。また日本からの新規提案である

OdiC隆 駅辻昭testとm胡 □血』shear由嗜距testの報告があり、新規醜球苅として進める事となった
。TC47/WG2と のJttMtg.で は 「Dlup偽瑚 と 町hWhiner」 の規格化について共同で進めていく。

33つWG4律 苅曲鎖BoardanduterialsyoonvenOl「のD.Soberより現在のWG4活 動と却 湘笛され亀
WG4 3韓 持に多くのNewWork岩 議誠る事翻鯨している動 潮浩され亀
伊Dそ のは WG5Kmms and mmitionsj、 WG10measuring and Lst Methods for]闘 曲d Boards and Printed Boards



晩 刺 、W G 1 2 0 e s g i n ばP r i n t e d  B o a r d s  a n d  B o a r d  m m b l i e s y 、」W G l l e W B  E l e m n i c  D a t a ―i p t i o n  a n d

hnsrern― について報告。翻 行施

また柴田onvencよ り新規の」脚瞭K乃位述血斑血取地西orelmOnis褒 崚述的 について報告した

鋼 ヤ漢馳産する。
4.駅 抑l SPSならびに中 wOrrSについて確認し、SPSに ついてはPamemberと してRomania力湖田えら札

5。次回のIEげК91 Plenary会議は郷y年 ↓卸謳kゆ 離 を予危 日程は10/22‐23に IEC Geneml Mじ力済催さ権 ために

丹悔部躍する。尚、各WGMじ は2007年6月にシンガぶり閉こ■翻碑妙る事翻 した

[劇 :1.該 当者は、出席会議終了後[6週間以刺 にT9蛍 刀A担 当委員経由で、回C活動確進委員会事務濯 提出下きし、

国際第競帥翻腱語の審議・承認の後に補助金を支払う。

会繊終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて書醸・承認を受けることが望まししL

2.本報告郵ま、同―第親υる以上搬 場合、な薄韓初ミ提出してくださしヽ

3.WGが T9Sy「 Aと同時開催の豹 よ、WG峯 導雛句容はTOSC報 告に含めて報告宅を提出して下さい。
4.報告書の勘 k訂 正が生じヒサ劾釣ま、運営委員会開催後1週間以内に事務局に提出して下きし、
5.この報告書は、論 完了後、距『Aホームページ「IEC活動推進委員会」に馳 、会員企業への報告に替えます。

EC活 動催進委員会専務局:(詢曜好情報般綺産業協会 標準化センター
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